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東
㍉
方
　
學
十
第
八
十
七
輯

斉
桓
公
の
最
期
と
『
左
停
』
′
の
成
立

l
　
桓
公
死
、
戸
歳
出
干
戸

可
馬
道
は
『
史
記
』
斉
大
公
世
家
に
お
い
て
、
春
秋
の
五
覇
の
筆
頭

に
學
げ
ち
れ
る
斉
の
桓
.
公
の
在
位
四
十
三
年
の
事
筏
を
述
べ
来
た
受

そ
の
最
晩
年
を
次
の
・
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

四
十
一
年
。
(
中
略
)
是
の
歳
、
.
管
仲
・
障
朋
皆
な
卒
す
。

管
仲
病
み
し
と
き
、
桓
公
問
ひ
て
日
く
「
畢
臣
誰
か
相
と
す
べ
き

老
ぞ
」
と
。
・
管
仲
日
く
「
臣
を
知
る
は
君
に
如
ぐ
は
莫
し
」
と
。

∴
公
日
寸
「
易
牙
は
如
何
」
と
。
.
封
へ
て
日
く
「
子
を
殺
し
て
以
て

君
に
l
適
ふ
腋
人
情
に
非
ず
、
未
可
な
り
」
と
。
公
白
く
「
間
男
は

如
何
L
七
封
へ
.
て
日
く
「
親
に
倍
き
て
以
て
君
に
適
ふ
け
大
隊

濫
非
ず
、
逝
つ
け
難
し
」
七
.
公
日
く
「
竪
司
は
如
何
」
と
。
封

へ
て
日
く
「
自
ら
宮
し
て
以
て
君
に
適
ふ
は
人
情
に
非
ず
、
親
し

み
難
し
」
と
。
管
仲
死
し
て
、
痘
公
は
管
仲
の
言
を
用
ひ
ず
、
卒

野
　
　
間
　
　
文
　
　
史

に
三
子
を
近
づ
け
用
ひ
、
三
子
、
樺
を
専
ら
に
す
。

四
十
二
年
。
(
省
略
)

四
十
三
年
。
初
め
斉
の
桓
公
の
夫
人
に
三
あ
り
。
王
姫
・
徐
姫
・

菓
姫
と
日
ひ
、
皆
な
子
無
し
。
桓
公
、
内
を
好
み
、
内
寵
多
く
、

夫
人
の
如
き
者
に
六
人
あ
り
。
長
衛
姫
は
無
詭
を
生
み
、
少
衛
姫

は
恵
公
元
を
生
み
、
鄭
姫
は
孝
公
昭
を
生
み
、
苦
衷
正
昭
公
活
を

生
み
、
密
姫
は
兢
公
商
人
を
生
み
、
宋
華
子
は
公
子
確
を
生
む
。

桓
公
は
管
仲
と
と
も
に
孝
公
を
宋
の
裏
公
に
屈
し
、
以
て
太
子
と

為
す
。
薙
巫
は
衛
共
姫
に
寵
有
り
。
富
者
竪
司
に
因
り
て
以
て
厚

く
桓
公
に
献
じ
、
亦
た
寵
有
り
。
桓
公
之
れ
に
無
詭
を
立
つ
る
を

許
す
。
管
仲
卒
し
、
五
公
子
は
皆
な
立
つ
を
求
む
。

多
、
刊
矧
刊
倒
l
l
矧
叫
宿
l
瀾
崩
刊
。
易
牙
入
り
、
里
可
と
内
寵
に

因
り
て
軍
吏
を
殺
し
、
公
子
無
戯
を
立
て
て
君
と
為
す
。
太
子

昭
、
宋
に
奔
る
。
桓
公
病
み
て
∵
五
公
子
各
お
の
賞
を
固
て
て
立
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つ
を
争
ふ
1
桓
公
の
卒
す
る
に
及
び
、
進
に
相
攻
め
、
故
を
以
て

宮
中
空
し
く
、
敦
へ
て
棺
す
る
も
の
美
し
。
桓
公
の
戸
は
淋
上
に

在
る
こ
と
六
十
七
日
、
当
引
州
皿
司
。
l
J
コ
ー
可
到
薗
「
剣

蘭
立
到
罰
矧
創
刊
遡
潤
辛
巳
の
夜
、
赦
残
す
。

桓
公
の
十
有
能
子
〔
要
す
か
に
其
の
後
に
立
つ
者
に
五
人
あ
り
。

無
詭
は
立
ち
て
三
月
に
し
て
死
し
」
芸
無
し
。
次
は
奉
公
、
次
は

昭
公
、
次
は
慾
公
1
次
は
志
公
な
り
。

孝
公
の
元
年
。
三
月
、
宋
.
の
裏
公
、
議
侯
の
兵
を
率
ゐ
て
斉
の
太

子
昭
を
送
り
て
浮
を
伐
つ
。
斧
人
恐
れ
1
其
の
君
無
詭
を
殺
す
。

再
人
格
に
太
子
昭
を
立
て
ん
と
す
る
も
、
.
四
公
子
の
徒
、
太
子
を

攻
め
、
㌧
太
子
、
宋
に
走
薫
宋
、
途
に
斉
人
四
公
子
と
戟
ふ
。
五

月
、
宋
、
斧
の
四
公
子
の
師
を
放
り
て
太
子
昭
を
立
つ
。
是
れ
を

斉
の
孝
公
と
為
す
。
稟
は
、
リ
桓
公
、
・
管
仲
と
と
も
に
之
れ
に
太
子

を
屈
せ
る
を
以
て
、
故
に
来
た
り
て
之
れ
を
征
す
る
な
り
。
乱
を

以
て
の
故
に
、

八
月
に
乃
ち
再
の
桓
公
を
葬
る
。

以
上
の
「
辞
世
家
」
の
記
述
に
よ
る
と
、
名
宰
相
管
仲
の
造
言
を
守

ら
ず
主
君
に
迎
合
す
る
内
臣
に
政
治
の
質
種
を
興
え
た
桓
公
は
、
内
寵

の
多
か
っ
た
事
情
も
有
り
ハ
そ
の
死
後
の
後
紐
者
を
め
ぐ
る
内
乱
の
た

め
、
亡
骸
が
棺
に
収
め
ら
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
箕
に
六
十
七
日
・

そ
の
遺
鰻
に
涌
い
た
轟
が
部
屋
の
外
に
ま
で
這
い
出
て
き
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
諸
侯
を
九
合
し
、
天
下
を
一
匡
し
て
春
秋
第
一
の
覇
者
と
な

っ
た
華
々
し
い
生
前
の
轟
靖
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
悲
惨
な
最
期
と
い

斉
桓
公
の
長
期
と
『
左
侍
』
の
成
立
(
野
間
)

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

さ
て
こ
の
「
辞
世
家
」
の
記
事
の
う
ち
、
前
牛
の
四
十
一
年
の
條
に

類
似
し
た
説
話
は
、
『
史
記
合
注
考
証
』
が
指
摘
す
る
『
韓
非
子
』
難

一
篇
、
あ
る
い
は
『
史
記
正
義
』
所
引
の
顔
師
古
が
引
用
す
る
『
呂
氏

春
秋
』
知
接
篇
を
始
聖
同
じ
く
『
韓
非
子
』
十
過
題
や
『
呂
氏
春

秋
』
貴
公
第
、
さ
ら
に
は
『
管
子
』
中
将
・
戒
篇
と
い
う
よ
う
に
、
戦

國
末
か
ら
漠
代
初
め
に
か
け
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
に
も
数
多

く
採
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
降
っ
l
て
『
詮
苑
』
権
謀
篇
に
も
見
え
て
い

る
。こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
管
仲
が
そ
の
死
に
際
し
て
桓
公
の
た
め
に
、

後
事
を
託
す
べ
.
き
人
物
は
飽
叔
牙
で
は
な
く
て
梶
朋
で
あ
る
こ
と
.
.
(
こ

の
部
分
だ
け
が
.
『
荘
子
』
徐
無
鬼
農
に
見
え
る
)
、
竪
司
・
易
牙
・
公

子
聞
方
(
後
に
常
之
巫
ま
た
は
堂
巫
が
加
わ
る
)
を
君
側
か
ら
退
け
る

こ
と
を
進
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
放
き
容
れ
な
か
っ
た
桓

公
が
、
管
仲
の
危
惧
し
た
通
り
惨
め
な
結
末
を
迎
え
た
と
い
う
説
話
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
戸
歳
出
干
戸
」
と
は
、
讃
者
に
強
烈
な
印
象

を
典
え
ず
に
は
お
か
な
い
表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
詩
文
麒
に
見
え
る
詮
話
の
紐
受
関
係
を
明
確
に

す
る
の
は
な
か
な
か
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
の
想
定
し
た
極

め
て
お
お
ま
か
な
結
論
の
み
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。
(
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
獣
の
侍
え
る
説
話
の
先
後
関
係
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も

文
麒
そ
の
も
の
の
免
後
関
係
を
示
す
も
の
で
.
は
な
い
。
)

二
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東
　
方
　
學
　
第
八
十
七
斡

-

韓

非

子

難

一

1

↑

韓
非
子
十
過
　
-

↑

1
呂
氏
春
秋
知
接

↑

管
子
中
稀

↑

・
-
1
・
1
管
子
戒

荘
子
徐
無
鬼

↑

呂
氏
春
秋
貴
公

死
十
一
日
、
品
田
於
戸
、
乃
知
桓
公
之
死
也

故
公
死
、
七
日
不
放
、
九
月
不
葬

故
身
死
乎
胡
官
而
不
學
、
轟
出
而
不
敗

桓
公
死
六
十
日
、
歳
出
於
戸
而
不
収

桓
公
戸
在
淋
上
六
十
七
日
、
戸
轟
出
干
戸

≡
管
子
小
柄

戒

量
子
春
秋
諌
上

説
苑
権
謀

史
記
辞
世
家

(
左
侍
偉
公
十
七
年
・
十
八
年
)

ま
た
本
稿
で
問
題
と
す
る
「
戸
品
田
於
戸
」
と
い
う
表
現
に
似
た
記

述
だ
け
に
限
れ
ば
、
以
上
の
諸
文
献
の
他
に
『
韓
非
子
』
二
柄
・
難
二

題
や
、
『
量
子
春
秋
』
諌
上
茄
等
が
學
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ

れ
ら
を
抜
き
書
き
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

及
桓
公
死
、
歳
出
戸
不
葬

失
管
仲
得
竪
司
、
而
身
死
轟
流
戸
不
葬

桓
公
爵
流
出
戸
而
不
葬

身
死
三
月
不
収
、
轟
出
於
戸

桓
公
身
死
、
七
日
不
収

用
豊
刀
而
轟
出
於
戸

晶
流
出
於
戸
、
上
蓋
以
楊
門
之
扉
、
三
月
不
葬

韓
非
子
難
一難

二
二
柄

十
過

説
疑

呂
氏
春
秋
貴
公

知
接

さ
て
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
諸
文
献
で
は
少
し
ず
つ
表
現
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
桓
公
が
死
亡
し
た
後
、
い
っ
た
い
何

日
「
不
収
」
「
不
敵
」
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
不
葬
」
で
あ
っ

た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
注
繹
家
は
、
諸
文

献
の
記
述
の
相
違
を
矛
盾
な
く
説
明
す
べ
く
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
韓
非
子
』
設
疑
篇
の
「
七
日
不
収
」
に
つ
い
て
、
我
が

蒲
阪
園
(
『
韓
非
子
賀
意
』
所
引
)
を
始
め
、
陶
鴻
慶
(
『
韓
非
子
札
記
』
)
・

陳
寄
献
(
『
韓
非
子
集
繹
』
)
等
は
、
「
辞
世
家
」
に
依
接
し
て
「
六
十
七

日
」
に
作
る
べ
き
だ
と
考
琵
し
て
い
る
。
ま
た
陶
氏
は
こ
れ
が
『
管

子
』
戒
篇
の
「
七
日
不
欽
」
を
襲
っ
た
誤
り
だ
と
推
定
し
て
お
り
、
陳

氏
は
ま
た
「
十
過
」
籍
の
「
身
死
三
月
不
収
」
は
整
数
で
述
べ
た
も
の

だ
と
い
う
。

あ
る
い
は
『
呂
氏
春
秋
』
知
接
篇
の
「
三
月
不
葬
」
に
つ
い
て
、
陳

奇
猷
(
『
呂
氏
春
秋
校
繹
』
)
は
、
「
三
月
不
窺
、
九
月
不
葬
」
に
作
る
べ
き

で
、
こ
れ
は
中
間
の
「
不
痍
九
月
」
四
字
を
脱
し
た
結
果
で
あ
り
、
ま

た
『
管
子
』
戒
篇
「
七
日
不
赦
」
は
「
三
月
不
敵
」
の
誤
り
だ
と
い
う
。
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こ
れ
に
封
し
て
『
管
子
集
校
』
で
は
、
陶
鴻
慶
(
『
管
子
札
記
』
)
が
、

「
戒
」
篇
の
「
七
日
不
敵
、
九
月
不
葬
」
は
「
六
十
七
日
而
赦
、
九
月

而
葬
」
に
作
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
「
小
柄
」
篇
の
「
死
十
一
日
、
歳

出
於
戸
」
に
つ
い
て
は
、
桓
公
の
死
は
多
で
あ
る
か
ら
、
十
一
日
で
は

轟
が
部
屋
か
ら
這
い
出
て
く
る
は
ず
が
な
い
、
と
す
る
考
琵
を
採
録
し

て
い
る
。
そ
し
て
郭
沫
若
は
「
十
一
日
」
は
「
十
一
月
」
の
誤
り
で
あ

ろ
う
と
す
る
説
を
付
け
加
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
注
樺
の
普
否
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
論
じ
な
い
。
た
だ
通

じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
が
『
史
記
』
辞
世
家
と
、
こ
れ
が
基

づ
い
た
と
思
わ
れ
る
『
左
停
』
倍
公
十
七
・
八
年
の
條
を
根
接
に
し

て
、
営
該
文
献
の
文
字
に
脩
政
を
施
し
た
考
鐙
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
今
一
度
『
史
記
』
辞
世
家
の
文
章
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に

『
左
俸
』
を
併
せ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

±
　
史
記
と
左
侍

以
下
の
文
章
は
、
上
段
が
『
左
俸
』
と
春
秋
経
文
(
【
　
】
内
)
、
下

段
が
「
辞
世
家
」
の
桓
公
四
十
三
年
の
條
で
あ
る
。
封
照
し
や
す
い
よ

ぅ
に
改
行
・
桝
目
空
け
を
施
し
て
は
い
る
が
、
文
章
に
省
略
は
無
い
。

・
徐
扁
・
察
姫
皆
無
子
。
斉
侯
好

内
多
内
寵
。
内
壁
如
夫
人
老
六
人
。

長
衛
姫
生
武
孟
、
少
衝
姫
生
恵
公

、
鄭
姫
生
者
公
、
苫
兢
生
昭

公
、
密
姫
生
怒
公
　
、
宋
華

子
生
公
子
確
。

公
興
管
伸
展
孝
公
於
宋
嚢
公
、

以
鳥
大
子
。
確
巫
有
寵
於
衛
共
姫
。

田
寺
人
偏
　
以
薦
羞
於
　
公
、
亦

有
寵
。
　
公
許
之
立
武
孟
。

管
仲
卒
、
五
公
子
皆
求
立
。

°

多
、
十
月
乙
亥
、
斉
桓
公
卒
。

易
牙
入
、
輿
寺
入
府
田
内
寵
以
殺

軍
更
、
而
立
公
子
無
腐
。

孝
公
奔
朱
。

十
二
月
乙
亥
、

赴
。

【
倍
公
十
七
年
、
多
、
十
有
二
月

乙
亥
、
斧
侯
小
目
卒
】

°斉
侯
之
夫
人
三
。
　
王
姫

四
十
三
年
。
　
　
　
　
　
　
′

初
、
斉
桓
公
之
夫
人
三
。
日
王
姫

辛
巳
夜
、
　
項
。

【
十
有
八
年
、
春
、
王
正
月
、
宋

公
曹
伯
衛
人
邦
人
伐
斉
。
夏
、
肺

救
斉
。
五
月
戊
寅
、
宋
節
及
齋
師

・
徐
姫
・
葉
姫
、
皆
無
子
。
桓
公
好

内
多
内
寵
、
　
如
夫
人
老
六
人
。

長
衛
姫
生
無
詭
、
少
衛
姫
生
意
公

元
、
.
鄭
姫
生
者
公
昭
、
着
京
生
昭

公
渚
、
密
姫
生
怒
公
商
人
、
宋
華

子
生
公
子
薙
。

桓
公
輿
管
伸
展
孝
公
於
宋
裏
公
、

以
馬
太
子
。
確
巫
有
竃
於
衛
共
姫
。

田
宮
老
竪
可
以
厚
猷
於
桓
公
、
亦

有
寵
。
桓
公
許
之
立
無
詭
。

管
仲
卒
、
五
公
子
皆
求
立
。

°

多
、
十
月
乙
亥
、
斉
桓
公
卒
。

易
牙
入
、
興
竪
可
田
内
寵
殺
重
更
、

而
立
公
子
無
戯
鳥
君
。

太
子
昭
奔
宋
。

桓
公
病
、
五
公
子
各
樹
鴬
申
立
。

及
桓
公
卒
、
途
相
政
、
以
故
宮
中

琶
英
敢
棺
。
観
劇
月
胡
瑚
月
司

刊
判
別
d
矧
判
ヨ
川
。

十
二
月
乙
亥
、
無
詭
立
、
乃
棺
赴
。

辛
巳
夜
、
赦
窺
。

努
桓
公
の
最
期
と
『
左
俸
』
の
成
立
(
野
間
)

四
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東
　
方
　
學
　
第
八
十
七
輯

戟
千
厩
、
奔
肺
放
辞
。
秋
救
辞
。

秋
、
八
月
丁
亥
、
葬
斉
桓
公
。
】

十
八
年
、
春
、
宋
裏
公
以
諸
侯
伐

斉
。
三
月
、

帝
人
殺
無
戯
。
.

斉
人
格
立
孝
公
、
不
膵
四
公
子
之

徒
。
迭
輿
宋
人
戦
。

夏
∵
五
月
、
宋
敗
齋
師
子
鹿
へ
立

孝
公
而
還
。

°

秋
、
八
月
、
葬
斉
桓
公

桓
公
十
有
給
子
、
要
其
後
立
者
五

人
。
無
詭
立
三
月
死
、
無
註
。
次

孝
公
、
次
昭
公
、
次
砿
公
、
衆
意

公
。

孝
公
元
年
。
三
月
、
宍
粟
公
率
諸

侯
兵
、
送
辞
太
子
昭
而
伐
斉
。

再
人
恐
、
殺
其
君
無
詭
。

斉
人
格
立
太
子
昭
、
四
公
子
之
徒

攻
太
子
、
太
子
走
宋
。
宋
造
典
齋

人
四
公
子
戦
。

五
月
、
宋
放
資
四
公
子
師
而
立
凍

子
昭
、
是
烏
斉
奉
公
。
=
宋
以
桓
公

共
管
伸
展
之
太
子
、
故
東
征
之
。

°

以
乱
故
、
八
月
乃
葬
醇
桓
公
。

五

か
ら
本
来
は
不
要
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
、
こ
れ
は
『
左
侍
』
の
文
章

を
襲
用
し
た
結
果
、
「
斉
」
字
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
と
見
な
す
べ
.

き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
右
の
『
左
停
』
の
記
事
に
掠
れ
ば
、
桓
公
の
死

は
「
多
十
月
乙
亥
」
で
あ
る
が
、
斉
園
内
の
混
乱
の
た
め
、
魯
国
へ
の

正
式
な
赴
告
(
訃
報
)
が
有
っ
た
の
は
九
二
箇
月
後
の
「
十
二
月
乙
亥
」

で
あ
り
、
そ
の
た
め
経
文
に
は
「
多
、
十
有
二
月
乙
亥
、
斉
侯
小
白
卒
」

と
し
て
記
録
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
夜
(
か
り
も
が
り
、
こ

れ
を
蝕
と
も
い
う
)
が
「
乙
亥
」
の
六
月
後
の
「
辛
巳
」
夜
で
あ
っ
た
α

『
史
記
』
が
ほ
ぼ
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

十
月
　
乙
亥
　
死
亡

↑
・

十
二
月
乙
亥
　
魯
図
へ
0
赴
草
経
文
の
記
録
　
死
後
6
1
日
目

↑

.
な
お
『
史
記
』
と
『
左
停
』
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
筆
者

は
『
左
停
』
先
行
説
が
安
富
な
も
・
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
嘉
の
両
者
を

封
照
し
て
も
、
『
史
記
』
が
『
左
停
』
の
文
章
を
基
に
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
た
と
え
ば
「
辞
世
家
」
冒
頭
の
「
斉
桓
公
之
夫
人
三
」
、

中
間
の
「
冬
、
十
月
乙
亥
、
斉
桓
公
卒
」
、
・
そ
し
て
最
後
の
「
八
月
乃

葬
斧
桓
公
」
の
三
「
舜
」
字
は
(
こ
れ
が
「
斉
世
家
」
の
文
章
な
の
だ

八
月

丁
亥

葬

さ
ら
に
埋
葬
は
、

う
こ
と
に
な
る
。

死
後
6
7
日
目

十
月
か
ら
数
え
れ
ば
、
九
十
箇
月
と
十
二
日
目
と
い

こ
れ
に
よ
っ
て
前
節
に
引
用
し
た
語
注
樺
の
考
鐙
の
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根
接
と
論
鮎
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

さ
て
右
の
両
文
厭
を
対
照
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
先
行
す

る
『
左
停
』
の
方
に
は
問
題
の
「
桓
公
戸
在
淋
上
六
十
七
日
、
戸
島
出

干
戸
」
と
い
う
文
章
が
見
営
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
四

十
一
年
の
條
に
類
似
し
た
諸
説
話
で
は
、
そ
の
最
後
に
、
た
と
え
ば

「
及
桓
公
死
、
品
田
戸
不
葬
」
(
『
韓
非
子
』
難
一
)
と
い
っ
た
表
現
が
有

る
の
に
対
し
て
、
『
史
記
』
　
で
は
、
編
年
鑑
に
・
編
集
し
直
さ
れ
て
い
る

た
め
、
桓
公
が
死
亡
し
た
四
十
三
年
の
條
に
こ
れ
を
移
動
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
『
左
停
』
に
は
そ
の
記
述
が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事

寛
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

桓
公
の
死
後
二
箇
月
後
に
魯
國
に
訃
報
が
侍
え
ら
れ
た
、
そ
の
靖
が

「
乙
亥
」
の
六
日
後
の
「
辛
巳
」
で
あ
っ
た
と
い
う
、
こ
の
二
箇
月
と

い
う
空
自
期
間
が
、
貢
は
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
こ
こ
で
結
論
を
前
も
っ
て
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
二
箇
月

の
空
白
こ
そ
が
、
「
桓
公
戸
在
淋
上
六
十
七
日
、
戸
品
出
干
戸
」
と
い

う
虚
構
の
説
話
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
論
讃
す
る
た
め
に
、
次
節
以
降
で
は
『
左
侍
』
成
立
の

事
情
と
い
う
別
の
翫
鮎
か
ら
の
検
討
を
加
え
た
う
え
で
、
再
び
こ
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

三
　
列
国
史
書
と
左
侍

経
書
の
中
で
も
最
も
分
量
の
多
い
『
左
俸
』
が
、
一
人
一
時
の
作
で

斉
桓
公
の
最
期
と
『
左
倖
』
の
成
立
(
野
間
)

な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
『
左
停
』
と
封
科
し
て
『
春
秋

外
停
』
の
別
名
で
呼
ば
れ
る
『
國
語
』
が
春
秋
時
代
の
諸
國
別
の
歴
史

説
話
集
で
あ
る
よ
う
に
、
『
左
停
』
　
の
原
資
料
と
な
っ
た
文
献
の
主
要

な
も
の
が
、
や
は
り
各
国
に
侍
わ
る
歴
史
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
朱
の
程
公
課
が
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
で
あ
ろ
う
、

『
左
停
』
の
文
章
を
列
国
別
に
編
集
し
直
し
た
『
春
秋
分
紀
』
九
十
巻

を
著
作
し
、
こ
れ
が
清
朝
の
馬
繍
(
-
の
N
O
⊥
望
∽
)
『
左
停
事
緯
』
や
高

士
寄
(
-
買
⊥
3
台
『
左
停
紀
事
本
末
』
、
さ
ら
に
近
人
の
英
国
生
『
左

侍
徴
』
、
韓
庸
語
『
左
停
分
國
集
注
』
等
に
連
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
他
に
、
清
初
の
顧
炎
武
(
-
害
∽
上
宗
N
)
が
、
『
左
侍
』

と
『
春
秋
』
経
文
と
の
間
で
、
季
節
・
月
・
干
支
の
記
述
に
異
同
が
有

る
こ
と
を
論
鮎
に
、
『
左
停
』
中
に
は
異
な
っ
た
暦
法
に
接
る
列
國
の

史
書
の
文
章
が
混
在
し
て
い
る
と
し
て
、
特
に
晋
國
に
つ
い
て
の
用
例

を
多
数
奉
げ
、
晋
国
で
は
夏
正
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
の
は
(
冒
知
録
』
三
正
の
項
)
、
本
稿
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
見
解

で
あ
る
(
1
)
。
同
校
な
指
摘
は
ま
た
超
貿
(
-
尋
⊥
宰
〇
に
も
見
ら
れ
、

趨
氏
は
春
秋
列
国
で
昼
夏
正
を
用
い
る
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
多
く
、

斉
・
晋
・
郷
国
が
夏
正
、
宋
國
が
段
正
を
使
用
し
て
い
た
と
論
じ
て
い

る
(
『
核
鎮
護
考
し
巷
二
「
春
不
書
王
」
の
條
)
。

以
下
に
そ
の
具
珪
例
を
若
干
奉
げ
て
み
ょ
シ
。
た
と
え
ば
倍
公
五
年

六



34

東
　
方
　
學
　
第
八
十
七
韓

の
経
文
に
は
晋
の
太
子
中
生
の
死
亡
記
事
が
・
「
五
年
、
春
、
晋
侯
殺
其

世
子
中
生
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
左
停
』
で
は
、

す
で
に
そ
の
前
年
の
停
文
に
「
十
二
月
、
戊
申
、
路
子
新
城
」
と
い
う

記
述
が
有
っ
て
、
そ
の
時
期
が
経
文
よ
り
も
早
い
の
で
あ
る
。

ま
た
倍
公
十
五
年
の
経
文
で
は
「
十
有
一
月
、
壬
戊
、
晋
侯
及
秦
伯

戦
干
韓
、
獲
晋
侯
」
と
あ
る
の
に
封
し
て
、
『
左
侍
』
で
は
「
九
月
、

晋
侯
逆
秦
師
、
使
韓
簡
現
師
。
…
壬
戊
、
戦
干
韓
原
。
…
…
秦
獲
晋
侯

以
蹄
」
と
い
う
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
停
文
が
経
文

よ
り
も
二
箇
月
早
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
経
侍
の
組
結
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
近
時
の
『
左
停
』
注
繹

家
も
、
顧
炎
武
以
来
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
が
各
國
の
暦
法
の
相

違
に
起
因
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
つ
と
に
竹
添
進
一
郎
『
左
氏

含
箋
』
が
「
管
用
夏
正
之
一
琵
」
(
倍
公
五
年
経
の
條
)
と
述
べ
、
近
人

の
楊
伯
唆
『
春
秋
左
停
荘
』
も
ま
た
「
停
乃
晋
史
用
夏
正
、
則
九
月

也
」
(
偽
公
十
五
年
侍
の
條
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
晋
園
の
暦
法
が

「
夏
正
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
を
安
富
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
『
左
停
』
の
文
章
は
、
晋
国
の
史
書
(
そ
れ
は
夏
正
に
授
る
た
め
春
秋

暦
よ
り
見
か
け
上
二
箇
月
早
い
)
を
そ
の
ま
ま
襲
用
し
た
た
め
、
同
時
同

一
事
件
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、
経
文
の
月
と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
列
国
史
書
を
『
左
停
』
と
し
て
編
纂
し
た
作
者
も
、
寅

の
と
こ
ろ
、
こ
の
春
秋
諸
因
の
暦
法
が
相
達
す
る
事
安
を
知
ら
な
か
っ

七

た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
昭
公
十
七
年

侍
に
は
魯
の
梓
悦
の
言
葉
と
し
て
、

火
(
大
火
星
)
の
出
づ
る
は
、
夏
(
夏
正
)
に
於
て
は
三
月
と
為

し
、
商
(
殿
正
)
に
於
て
は
四
片
と
為
し
、
周
(
周
正
)
に
於
て
は

五
月
と
為
す
。
夏
の
教
は
天
を
得
た
り
。

と
い
う
記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
推
定
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
に
よ
り
も
、
列
国
史
書
を
『
左
俸
』
に
編
纂
す
る
に

際
し
て
、
こ
れ
ら
を
「
春
秋
暦
」
に
統
一
す
べ
く
、
季
節
・
月
・
干
支

等
に
傭
故
を
施
し
た
こ
と
が
容
易
に
濠
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
経
侍
の
組
賠
す
る
例
が
、
現
在
指
摘
し
得
る

わ
ず
か
四
十
例
に
満
た
な
い
数
に
止
ど
ま
る
は
ず
が
無
い
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
右
に
撃
げ
た
よ
う
な
経
停
組
酷
の
例
は
、
中
に
は
若

干
の
停
承
の
過
程
で
の
誤
寓
に
よ
る
も
の
も
有
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
の

か
な
り
の
部
分
が
『
左
停
』
編
纂
時
に
お
け
る
、
い
わ
ば
「
傭
改
漏

れ
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
は
、
こ
の
「
傭
改
漏
れ
」
の
経
停
組

齢
の
例
に
つ
い
て
、
′
『
左
停
』
自
身
が
解
説
を
加
え
て
い
る
も
の
が
、

数
例
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
先
に
引
用
し
た

倍
公
五
年
の
晋
の
太
子
中
生
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
左

停
』
は
、
「
晋
侯
、
大
子
中
生
を
殺
す
の
故
を
以
て
来
た
り
告
げ
し
む
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
宜
際
に
太
子
が
死
亡
し
た
年
の
翌
年

春
に
、
魯
國
へ
そ
の
事
情
を
停
え
る
育
國
か
ら
の
正
式
の
報
告
が
有
っ
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た
た
め
、
亘
春
秋
』
　
経
文
に
は
報
告
の
有
っ
た
そ
の
時
を
以
て
記
録
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
文
公
十
四
年
の
経
文
に
「
舜
公
子
商
人
就
其
君
舎
」

と
あ
る
の
は
、
そ
の
直
前
の
経
文
が
「
九
月
甲
申
、
公
孫
教
卒
干
再
」

.

で
あ
る
l
か
ら
、
少
な
く
と
も
九
月
以
降
の
事
件
と
思
わ
れ
る
の
に
、
こ

れ
が
博
文
で
は
七
月
の
事
と
し
て
記
録
さ
れ
、

秋
、
七
月
、
乙
卯
、
夜
、
斧
の
商
人
、
其
の
君
会
を
就
し
て
元
に

誤
る
。
…
…
斉
人
、
慾
公
を
定
め
、
来
た
り
て
難
(
事
件
)
を
告

げ
し
む
。
故
に
書
す
る
に
九
月
を
以
て
す
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
魯
閲
へ
の
正
式
な
通
知
が
有
っ
た
う

え
で
、
そ
の
時
を
以
て
経
文
に
記
録
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
れ
ら
は
経
侍
が
組
酷
す
る
理
由
を
、
魯
園
へ
の
赴
告
の
時
期
に
よ
っ

て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
例
、
膳
公
三
年
経
に
「
三
月
、
庚
戊
、
天
王
崩
」
と

あ
る
の
に
対
し
て
、
停
文
で
は
「
三
月
、
壬
戊
、
天
王
崩
」
と
記
述
さ

れ
て
お
り
、
『
左
侍
』
が
績
け
て
「
赴
ぐ
る
に
庚
戊
を
以
て
す
る
が
故

に
之
れ
を
書
す
」
と
説
明
し
て
い
る
例
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

さ
て
以
上
の
通
り
だ
と
す
る
と
、
列
國
史
書
を
集
め
て
『
左
停
』

(
の
元
本
に
な
っ
た
原
『
左
停
』
)
を
編
纂
し
、
本
来
は
異
な
っ
て
い
た
暦

法
に
統
一
を
持
た
せ
る
べ
く
傭
改
を
施
し
た
い
わ
ば
第
一
次
の
作
者

と
、
右
の
よ
う
な
説
明
を
施
し
た
解
説
者
と
を
同
一
人
と
見
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
解
説
者
は
列
國
の
暦
法
の
違
い
に
無
知
で
あ

斉
桓
公
の
最
期
と
『
左
侍
』
の
成
立
(
野
間
)

っ
た
か
、
あ
る
い
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
そ
の
時
鮎
で
の
欒
故
が
も
は

や
で
き
な
か
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
前
者
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
『
左
停
』
の
成

立
の
重
層
性
.
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

○

と
こ
ろ
で
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
経
侍
の
鮎
酷
を
魯
國
へ
の

赴
告
の
時
期
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
宜
は
こ
れ
に
限
ら

れ
た
こ
と
で
は
l
な
く
、
『
左
停
』
の
そ
の
は
か
の
部
分
に
も
間
々
見
ら

れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
左
停
』
中
に
数
多
く
見
出
せ
る
「
無

経
の
侍
」
(
封
應
す
る
経
文
が
無
い
侍
文
)
に
封
す
る
『
左
停
』
自
身

の
訝
明
の
仕
方
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

た
と
え
ば
『
春
秋
』
経
文
に
は
、
周
王
を
始
め
と
す
の
列
國
君
主
の

死
亡
記
事
(
ま
た
埋
葬
記
事
)
を
数
多
く
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ

を
周
王
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
の
「
崩
」
御
を
記
録
す
る
も
の
九
例
、

埴
「
葬
」
を
記
録
す
る
も
の
五
例
を
見
出
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
春
秋
時

代
に
は
十
四
人
の
周
王
が
在
位
し
て
い
た
こ
と
が
『
左
侍
』
や
『
史

記
』
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
『
春
秋
』
経
文
に
は
明
ら
か
に
妖

落
が
有
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ
れ
ら
を
『
左
停
』

は
如
何
に
説
明
し
て
い
る
か
。
文
公
十
四
年
に
、

十
四
年
、
春
、
頃
王
崩
ず
。
周
公
開
、
王
孫
蘇
と
政
を
争
ふ
。
故

に
赴
げ
ず
。
凡
そ
崩
亮
は
、
赴
げ
ざ
れ
は
則
ち
書
せ
ず
。
桐
痛
も

告
げ
ざ
れ
は
亦
た
害
せ
ず
。
不
敬
を
懲
す
る
な
り
。

l
ヽ

ノ
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東
　
方
　
學
　
第
八
十
七
輯

と
あ
る
侍
文
が
、
そ
の
ひ
七
っ
の
同
答
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
頃

王
崩
御
に
つ
い
て
の
正
式
な
通
告
が
周
か
ら
魯
国
に
無
か
っ
た
た
め
、

『
春
秋
』
経
文
に
は
そ
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
例
が
王
や
諸
侯
の
死
亡
記
事
に
限
ら
れ
な
い

こ
と
は
、
「
禍
福
も
告
げ
ざ
れ
は
亦
た
書
せ
ず
」
と
い
う
右
の
記
述
か

ら
も
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
も
う
一
例
、
哀
公
元
年
俸
を
紹
介
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
春
秋

末
の
有
名
な
呉
越
の
戦
い
の
後
、
合
椿
山
に
立
て
こ
も
っ
て
和
平
を
請

う
越
王
句
機
の
申
し
出
を
受
け
容
れ
よ
う
と
す
る
呉
王
夫
差
に
封
し

て
、
こ
れ
を
諌
止
す
る
伍
子
骨
の
長
い
言
葉
を
記
し
た
後
、
三
月
に
呉

越
が
和
平
し
た
こ
と
を
記
述
t
て
い
る
が
、
し
か
t
こ
の
呉
越
の
戦
い

や
和
平
に
つ
い
て
の
経
文
の
記
録
は
一
切
無
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
ば
『
左
停
』
は
、

三
月
、
越
、
呉
と
平
ぐ
。
呉
の
越
に
入
る
を
書
せ
ざ
る
は
、
呉
、

慶
(
勝
利
)
を
告
げ
ず
」
越
、
敗
を
管
げ
ざ
れ
は
な
り
。

と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
呉
越
ど
ち
ら
か
一
方
の
國
か
ら
で
も
魯
国
に
正

式
な
通
告
が
有
れ
ば
、
そ
れ
を
経
文
に
記
録
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
双
方
上
も
に
告
げ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
記
録
が
無
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
左
停
』
は
、
公
・
穀
二
侍
に
封
す
る
大
き
な
特
徴
と

し
て
奉
げ
ら
れ
る
数
多
く
の
「
無
経
の
俸
」
の
存
在
に
つ
い
て
、
そ
れ

を
説
明
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
も
て
、
魯
国
へ
の
赴
告
の
有
無
と
い
う

九

考
え
方
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
経
侍
の
季

節
・
月
.
・
干
支
等
の
異
同
を
赴
告
の
時
期
に
ょ
っ
て
説
明
す
る
せ
い
う

の
は
、
こ
の
方
法
を
適
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
例
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
『
左
侍
』
が
解
説
を

加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ
あ
た
か
も
経
侍
の
異
同
に
気
付

い
て
い
な
い
か
の
ご
と
き
印
象
を
受
け
も
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

こ
と
が
か
え
っ
て
経
停
組
賠
例
の
「
傭
改
漏
れ
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏

書
き
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
十
二
月
乙
亥
、
赴

さ
て
以
上
論
じ
て
き
た
こ
と
を
魔
ま
え
、
再
び
舜
桓
公
の
最
期
に
つ

い
て
考
え
た
い
せ
思
う
。
関
連
す
る
部
分
の
み
で
あ
る
が
、
も
う
一
度

『
左
停
』
の
文
章
を
左
に
引
用
す
る
。

経
【
各
、
・
十
有
二
月
乙
亥
、
斉
侯
小
目
卒
】

博
　
多
、
十
月
　
乙
亥
、
齋
桓
公
卒
。

、
易
牙
入
、
典
寺
人
偏
田
内
寵
以
殺
喜
更
、
而
立
公
子
無

廟
。
孝
公
奔
宋
。

十
二
月
乙
亥
、
赴
。
辛
巳
、
夜
宿
。

経
【
秋
、
八
月
丁
亥
、
葬
斉
桓
公
】

鳳
　
秋
、
八
月
、
　
葬
齋
桓
公

す
で
に
二
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
魯
国
へ
の
正
式
な
赴
告
が

有
っ
た
「
十
二
月
乙
亥
」
を
以
て
『
春
秋
』
に
記
録
し
た
と
い
う
の
が
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『
左
俸
』
の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
右
の
例
も
ま
た
、
.
前
節
で
論
じ

て
き
た
諸
例
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
桓

公
の
死
は
齋
暦
で
は
「
十
月
乙
亥
」
、
春
秋
暦
で
は
「
十
二
月
乙
亥
」

で
あ
り
、
そ
こ
に
空
自
の
二
箇
月
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
。
七
日
に

⊥
て
収
め
、
九
月
に
し
て
葬
っ
た
、
と
(
2
)
。

l
と
こ
ろ
が
『
史
記
』
辞
世
家
は
『
左
停
』
と
『
春
秋
』
と
の
見
か
け

上
の
ズ
レ
の
虞
の
意
味
が
理
解
で
き
ず
「
　
こ
こ
に
空
自
の
六
十
日
の
期

間
が
有
っ
た
も
の
と
見
な
し
、
「
桓
公
病
、
五
公
子
各
樹
篤
学
立
。
.
及

桓
公
卒
、
.
途
相
政
、
以
故
宮
中
室
、
莫
敢
棺
」
云
実
と
.
い
う
一
文
を
附

加
し
た
の
で
あ
る
『
そ
し
て
六
十
日
と
、
乙
亥
か
ら
辛
巳
ま
で
の
七
日

間
を
足
し
て
「
桓
公
戸
在
淋
上
六
十
七
日
」
.
と
し
、
こ
の
よ
う
な
長
期

間
に
わ
た
っ
て
連
盟
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
普
然
「
戸
歳
出
干

戸
」
と
い
う
腐
臭
に
な
る
で
ぁ
ろ
う
、
せ
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
に
戸

轟
」
説
話
が
生
み
卸
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
お
断
り
し
て
お
か
ね
は
凍
ら
な
い
の
は
(
そ
し
て
こ
れ

に
つ
.
い
て
は
ま
た
次
節
で
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
)
、
筆
者
は
一
節
で
學
げ

た
諸
文
献
・
『
呂
氏
春
秋
』
等
が
『
史
記
』
の
記
事
に
接
っ
た
と
考
え
て

い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
『
史
記
』
の
ご
と
く
に
『
左
侍
』
を
誤
解

し
、
た
め
に
「
戸
轟
出
干
戸
」
な
る
虚
構
の
説
話
を
創
作
し
た
者
が
い

た
は
ず
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
史
記
』
は
そ
れ
を
襲
っ
た
に
す
ぎ

な
い
。
た
だ
『
史
記
』
が
そ
の
間
の
事
情
を
具
性
的
に
我
々
に
示
し
て

く
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
浮
世
家
」
の
「
十
二
月
乙
亥
、
(
無
詭

努
桓
公
の
最
期
と
『
左
侍
』
の
成
立
(
野
間
)

立
、
乃
棺
)
赴
。
F
辛
巳
夜
、
(
放
)
痍
」
と
い
う
(
・
)
一
円
が
『
左
停
』

に
無
い
表
現
で
あ
る
が
、
十
二
月
乙
亥
の
日
に
、
「
公
子
無
詭
が
即
位

し
、
そ
こ
で
や
っ
と
棺
を
用
意
し
」
、
他
閲
に
訃
報
を
出
も
、
辛
巳
の

日
の
夜
に
赦
残
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
言
葉
を
補
っ
た
と
こ
ろ
に
、
司

馬
遷
の
心
持
ち
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
1
杜
預
の
経
停
組
際
例
に
つ
い
て
の
態
度
に
つ
い
て
も
述

べ
て
お
き
た
い
。
杜
預
は
こ
の
よ
う
な
例
に
対
し
て
は
、
自
ら
の
著
作

で
あ
る
『
春
秋
長
暦
』
を
基
準
た
し
て
∵
あ
る
い
は
経
の
誤
り
を
指
摘

し
た
・
り
(
3
「
あ
る
い
は
侍
の
誤
り
を
指
摘
し
た
り
す
る
(
4
)
の
で
あ
る

が
、
お
お
む
ね
『
左
博
』
の
「
赴
告
説
」
を
用
い
る
こ
と
多
い
。
そ
し

て
『
左
博
』
が
説
明
し
な
い
(
先
の
言
い
方
で
は
、
『
左
博
』
が
気
付

い
て
い
な
い
)
・
例
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
應
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
論
述
が
煩
項
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
こ
こ
ま
で
杜
預
誼
に

言
及
す
る
こ
と
を
控
え
て
き
た
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
。

し
た
が
っ
て
杜
預
が
こ
の
斉
桓
公
の
記
事
に
つ
い
て
、
「
六
十
七
日

乃
蹟
」
と
注
す
る
の
は
、
「
赴
告
説
」
を
堅
持
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、
む
し
ろ
普
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
例
以
外
の
箇
虚
に
お
い

て
、
杜
預
説
は
春
秋
列
国
の
異
な
る
暦
法
の
存
在
に
気
が
付
か
な
い
誤

っ
た
解
樺
で
あ
る
(
5
)
、
と
し
て
退
け
た
近
時
の
『
左
博
』
注
繹
家
の

多
く
が
、
事
こ
の
斉
桓
公
の
一
件
に
関
し
て
は
等
し
く
杜
預
説
に
引
き

ず
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

た
と
え
ば
『
左
氏
合
箋
』
も
、
「
斉
桓
以
十
月
乙
亥
卒
、
.
此
書
十
二

一
〇
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東
　
方
　
學
　
第
八
十
七
輯

月
者
、
以
内
乱
故
、
越
六
十
日
始
来
赴
也
」
と
述
べ
、
楊
伯
峻
氏
『
春

秋
左
侍
荘
』
も
ま
た
、
「
貿
卒
千
十
月
乙
亥
、
赴
以
十
二
月
、
書
従
赴
」

と
注
繹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
劉
文
洪
『
春
秋
左
属
侍
酋
注
疏

琵
』
の
み
が
、
劉
貴
骨
(
劉
文
浜
の
孫
、
劉
師
培
の
父
)
の
「
経
稀
十
二

月
、
停
稀
十
月
。
停
用
夏
正
十
月
丁
卯
朔
」
と
い
う
見
解
を
付
記
し
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
上
の
言
及
は
無
い
(
6
)
。

『
史
記
』
を
始
め
、
諸
子
文
献
の
倖
え
る
「
戸
歳
出
干
戸
」
と
い
う

説
扇
の
持
つ
影
響
力
の
強
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

五
　
戸
畠
田
干
戸
と
韓
非
子

そ
れ
で
は
「
戸
歳
出
干
戸
」
と
い
う
説
話
は
何
時
、
誰
に
ょ
っ
て
創

作
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
最
後
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
一
節
で
諸
子
文
献
の
説
話
の
お
お
ま
か
な
先
後
関
係
国
を

示
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
い
ず
れ
も
、
桓
公
と
管
仲
の
封

話
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
登
場
す
る
人
物
だ
け
に
限
っ
て
み
で

も
、
説
話
の
故
展
の
過
程
を
あ
る
程
度
辿
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
『
韓
非
子
』
難
一
篇
所
載
の
説
話
が
、
ど
う
や
ら
そ
の
初

期
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
韓
非
子
』
難
一
篇
で
は
、
竪
司
・
易
牙
・
衛
公
子
聞
方
を
退
け
る

べ
き
だ
と
の
管
仲
の
忠
告
を
宜
行
で
き
な
か
っ
た
桓
公
は
、
そ
の
結
果

が
「
及
桓
公
死
、
轟
出
戸
不
葬
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
方
『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
の
例
は
、
管
仲
が
再
國
を
託
す
べ
き
人
物

一
一

と
し
て
飽
叔
牙
を
不
可
と
し
て
隔
朋
を
推
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
『
呂
氏
春
秋
』
貴
公
篇
の
段
階
で

は
、
こ
の
説
話
の
後
に
「
用
豊
刀
而
轟
出
於
戸
」
と
い
う
一
句
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
い
か
に
も
木
に
竹
を
担
い
だ
印

象
が
否
め
な
い
の
で
あ
る
。
飽
叔
牙
・
隔
朋
の
人
物
比
較
説
話
と
「
轟

出
於
戸
」
説
話
と
は
、
本
来
関
係
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
さ
ら
に
こ
れ
が
『
韓
非
子
』
十
過
篇
に
な
る
と
、
飽
叔
牙
・

隕
朋
の
人
物
批
評
の
間
に
竪
司
・
衛
公
子
開
方
・
易
牙
の
三
人
の
そ
れ

が
割
っ
て
入
っ
た
形
と
な
り
、
最
後
に
「
身
些
二
月
不
敗
、
轟
出
於

戸
」
と
し
て
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

『
韓
非
子
』
難
一
篇
所
載
の
説
話
が
そ
の
最
も
古
い
形
で
あ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
『
韓
非
子
』
　
や
　
『
呂
氏
春
秋
』
等
よ
り
も
そ
の
成
立

が
早
い
と
思
わ
れ
る
文
献
に
「
戸
l
歳
出
干
戸
」
と
い
う
説
話
が
見
出
せ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
孟
子
』
が
、
「
仲
尼
の
徒
に
は
(
弊
)
桓
(
菅
)
文

の
事
を
道
ふ
者
無
し
」
と
断
じ
る
言
葉
を
額
面
通
り
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
『
苛
子
』
も
ま
た
「
仲
尼

の
門
、
五
尺
の
豊
子
も
言
ふ
に
五
伯
を
稀
す
る
を
羞
づ
」
と
宣
言
し
な

が
ら
、
宜
は
斉
桓
公
に
言
及
す
る
こ
と
必
ず
し
も
少
な
し
と
し
な
い
。

も
し
も
昔
時
か
か
る
説
話
が
普
及
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
た
と
え
ば

「
仲
尼
」
篇
に
、

斉
桓
五
伯
之
盛
者
也
。
前
事
則
殺
兄
而
学
園
、
内
行
則
姑
姉
妹
之
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不
嫁
者
七
人
、
関
門
之
内
般
欒
著
汰
、
以
浮
之
分
奉
之
而
不
足
、

外
事
則
詐
郊
襲
首
、
井
國
三
十
五
、
其
事
行
也
、
若
是
其
瞼
汚
淫

汰
也
。

と
述
べ
て
桓
公
の
悪
行
を
列
學
す
る
箇
虞
に
、
な
ん
ら
か
の
片
鱗
が
有

り
そ
う
な
も
の
で
は
あ
る
。
『
墨
子
』
や
『
荘
子
』
、
そ
し
て
『
國
語
』

に
も
こ
の
よ
う
な
説
話
は
見
普
ら
な
い
こ
と
も
付
言
し
て
お
こ
う
。
戦

国
最
末
期
に
な
ら
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
説
話
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
濠
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
再
桓
公
の
死
後
の
斉
園
の
混
乱
、
そ
れ
に
伴
う
桓
公
の
葬
儀
の

遅
延
は
事
箕
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
十
二
月
乙
亥
」
か
ら
敢
え
て
も
、

翌
年
「
八
月
丁
亥
」
の
葬
儀
ま
で
に
は
足
掛
け
九
箇
月
で
あ
る
。
後
世

の
文
献
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
は
『
鐙
記
』
王
制
篇
の
、

天
子
七
日
而
痕
、
七
月
而
葬
。
諸
侯
五
日
而
残
、
五
月
而
葬
。
大

夫
士
庶
人
、
三
日
而
残
、
三
月
而
葬
。

と
か
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
左
停
』
隠
公
元
年
條
が
記
載
す
る

天
子
七
月
而
葬
、
同
軌
畢
至
。
・
諸
侯
五
月
、
同
盟
至
、
大
夫
三

月
、
同
位
至
。
士
臨
月
、
外
姻
至
。

と
い
う
踵
制
を
規
準
と
す
れ
ば
、
齋
桓
公
は
(
空
自
の
二
箇
月
を
除
い
て

も
)
死
後
七
日
に
し
て
宿
し
、
九
月
に
し
て
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
そ
の
時
期
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
(
7
)
。
し
か
も
項

は
本
来
朝
行
な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
鮎
で
も
鰻
制
を
逸
脱
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
桓
公
の
死
を
異
常
疏
す
る
下

斉
桓
公
の
最
期
と
『
左
侍
』
の
成
立
(
野
間
)

地
は
有
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
も
う
一
軍
『
韓
非
子
』
難
一
点
所
載
の
説
話
に
話
を
戻
そ

ぅ
。
こ
こ
で
は
事
件
の
中
心
人
物
の
三
人
が
、
い
ず
れ
も
婦
人
や
飲
食

を
つ
か
さ
ど
る
君
主
側
近
の
内
臣
で
あ
り
、
忠
臣
管
仲
の
遺
言
を
守
ら

ず
、
君
主
に
迎
合
す
る
内
臣
に
政
治
を
任
せ
た
桓
公
の
失
敗
を
際
立
た

せ
る
の
が
、
こ
の
説
話
の
主
眼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
内
臣
の
暗
躍
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
内
乱
ゆ
え
に
、
『
左
停
』
倍
公
十
七
年
侍
の
記

述
を
そ
の
ま
ま
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
、
死
後
七
日
に
で
は
な
く
、

プ
ラ
ス
二
箇
月
後
に
宿
さ
れ
た
と
さ
れ
る
桓
公
の
死
は
、
い
か
に
も
都

合
の
よ
い
材
料
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
下
に
、
「
戸
轟
出
干
戸
」

と
い
う
説
話
が
虚
構
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

六
　
左
侍
の
成
立

さ
て
『
左
停
』
は
な
か
な
か
に
面
倒
な
文
献
で
あ
る
。
前
漠
末
に
今

文
學
に
封
抗
し
て
こ
の
書
を
世
に
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
人
物
が
、
前
漠

王
朝
を
甚
奪
し
た
王
葬
に
輿
み
し
た
劉
歓
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
必
要
以

上
に
こ
の
事
を
問
題
硯
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け

清
朝
の
末
期
、
今
文
公
羊
學
汝
の
劉
逢
蹄
・
康
有
為
に
よ
っ
て
『
左
侍
』

劉
歌
偽
作
説
が
主
張
さ
れ
、
こ
れ
に
封
し
た
古
文
學
者
の
章
柄
麟
・
劉

師
塔
等
の
駁
論
は
、
春
秋
學
史
上
に
有
名
な
論
争
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
が
我
が
國
に
も
波
及
し
、
同
様
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
の
も
周

知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
古
文
學
者
の
方
法
論
を
徹
底
化
し

二
一
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東
▼
方
　
學
　
第
八
十
七
韓
.

た
鎌
田
正
氏
去
左
侍
の
成
立
と
其
の
展
開
』
(
大
脩
館
書
店
」
一
九
六
三
)

に
お
い
て
、
た
と
え
ば
『
史
記
』
の
中
に
『
左
博
』
の
解
経
の
文
章
の

存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
等
も
あ
っ
て
、
劉
散
偽
作
記
の
成
り
立
た
な

い
こ
と
が
琵
明
さ
れ
た
、
と
す
る
見
方
が
主
流
の
よ
う
で
あ
る
。
・

そ
し
て
本
稿
の
論
旨
が
幸
い
に
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本

稿
の
結
論
は
鎌
田
詮
を
補
強
す
る
一
琵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
『
左
停
』

は
『
史
記
』
に
先
立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
(
『
韓
非
子
』
詩
篇
の
成
立
年
代

の
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
措
く
と
し
て
)
、
『
呂
氏
春
秋
』
よ
り
以
前
に

「
赴
告
説
」
を
具
備
し
た
、
す
な
わ
ち
「
解
経
」
部
分
を
含
ん
だ
、
し

た
が
っ
て
『
春
秋
』
経
の
侍
と
し
て
の
『
左
停
』
が
す
で
に
成
立
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
筆
者
は
、
現
行
の
『
左
停
』
が
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
に
吏
る

ご
と
完
成
も
て
い
た
と
は
、
貢
は
考
え
て
い
な
い
。
最
終
的
な
成
立

は
、
や
は
り
劉
款
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
を

以
て
「
偽
作
」
と
見
な
す
か
に
よ
っ
て
は
、
未
だ
解
決
で
き
て
い
な
い

問
題
も
少
な
か
ら
ず
有
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
の
論
考
を
必
要
と
す
る
で
あ

ろ
う
。証

・
(
1
)
　
最
近
夜
表
さ
れ
た
書
本
道
雅
氏
「
左
氏
探
源
序
説
」
(
『
東
方
學
』
第

八
十
一
婦
一
九
九
一
)
は
、
近
時
の
暦
學
の
成
果
を
跨
ま
え
た
「
復

〓
ニ

▼
原
春
秋
暦
」
に
基
づ
き
、
こ
の
鮎
を
よ
り
詳
細
緻
密
に
考
察
さ
れ
た
論

考
で
あ
る
。
暦
蘭
に
無
知
な
筆
者
に
は
充
分
に
阻
噂
で
き
な
い
部
分
を

含
む
の
で
あ
る
が
、
氏
の
出
せ
れ
た
結
論
は
次
の
通
り
。
∴
経
侍
に
ほ

a
建
丑
、
b
建
寅
を
基
調
と
す
る
暦
に
擦
る
材
料
が
認
め
ら
れ
、
う
ち

侍
に
お
い
て
か
か
る
材
料
に
関
係
す
る
園
と
し
て
、
a
に
は
楚
弊
衛
、

b
に
は
鄭
菅
を
奉
げ
う
る
。
『
左
侍
』
　
の
原
資
料
と
し
て
國
別
年
代
記

を
想
定
す
る
l
と
、
最
も
多
い
場
合
五
桂
、
最
も
少
な
い
場
合
で
も
二
種

、
の
春
秋
暦
以
外
の
暦
に
按
る
年
代
記
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る」。

(
2
)
　
第
一
節
で
列
車
し
た
文
献
の
う
ち
、
『
韓
非
子
』
訝
疑
篇
の
「
七
日

不
敗
」
、
『
管
子
』
戎
篇
の
「
七
日
不
敵
、
九
月
不
葬
」
と
あ
る
の
ほ
、

果
し
て
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
両
者
に
「
轟
」
云
々
が
無
い

こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
む
し
ろ
こ
れ
が
古
い
形
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

(
3
)
　
襲
公
二
十
七
年
経
「
十
有
二
月
乙
卯
、
朔
、
日
有
食
之
」
の
條
等
。

(
4
)
　
荘
公
八
年
経
「
十
有
一
月
英
巳
、
斉
無
知
放
其
君
諸
兄
」
の
條
等
。

(
5
)
　
も
っ
と
も
杜
預
は
、
菅
国
の
暦
法
が
夏
正
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
常
時

∴
ま
掘
さ
れ
た
『
竹
書
紀
年
』
を
賓
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
承
知
し
て
い

・
た
(
『
春
秋
経
停
集
解
』
・
後
序
)
。
た
だ
『
左
侍
』
の
注
辞
に
こ
れ
を
適

.
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
6
)
、
か
つ
て
「
疑
古
學
」
を
提
　
l
唱
し
、
『
古
史
排
』
を
主
催
し
て
「
古
史

挟
學
汲
」
を
代
表
し
た
顧
頒
剛
氏
(
-
思
い
-
-
宗
○
)
.
の
遺
稿
『
春
秋
三

停
及
国
語
之
綜
合
研
究
』
(
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
八
八
)
中
に

ほ
、
列
国
の
「
用
暦
」
の
間
題
に
言
及
し
た
一
節
が
あ
り
、
そ
こ
に
お

い
て
『
左
停
』
倍
公
十
七
年
の
脛
侍
の
髄
鯨
に
つ
き
、
「
停
亦
無
爾
縫
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之
説
、
r
想
亦
未
発
察
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
.
▼
筆
者
の
見
解
と
は
少

し
異
な
る
が
、
『
史
記
』
斉
世
家
に
つ
い
て
」
「
蓋
由
於
周
暦
夏
暦
之
錯

＼
置
未
察
、
史
公
因
左
俸
之
文
推
其
日
両
前
成
此
洪
焉
」
と
述
べ
て
い
る

の
は
、
疑
古
學
涯
の
総
帥
の
面
目
を
示
す
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

(
7
)
　
た
だ
し
春
秋
経
侍
に
敬
す
る
と
、
諸
侯
の
「
葬
」
は
五
月
よ
り
ほ
む

し
ろ
三
月
が
多
い
。
ま
た
遅
い
例
と
し
て
は
、
衛
桓
公
の
十
四
月
、
′
陳

靂
公
の
二
十
二
月
、
葉
震
公
の
三
十
一
月
が
有
る
。
・

執
.
筆
　
者
　
紹
　
介
.
I

①
専
門
　
②
勤
務
先
・
職
名
　
③
主
要
論
文
・
著
作
(
最
近
三
年
)

福
田
　
秀
一
①
日
本
文
學
　
②
国
際
基
督
教
大
學
・
教
授
　
③
武

戒
野
の
歌
(
片
野
達
郎
編
『
日
本
文
蛮
思
潮
論
』
、
櫻
楓
社
、
平
成
≡
)

日
記
記
録
と
日
記
文
學
・
(
木
村
正
中
編
『
論
集
日
記
文
學
』
笠
間
書
院
、

平
成
三
)
　
青
邸
の
観
察
と
表
現
-
『
伯
林
留
學
日
記
』
に
見
る
(
「
俳
句

研
究
」
卒
五
、
一
～
六
)
・
『
西
行
和
歌
引
用
評
梓
索
引
』
(
武
濱
野
書

院
、
平
成
五
)

書
本
　
道
雅
　
①
先
秦
史
　
②
京
都
大
學
文
學
部
・
助
手
　
③
左
氏

探
源
序
説
(
「
東
方
學
」
八
二
一
九
九
一
)
　
西
周
か
命
金
文
考
(
「
史

林
」
七
四
1
五
、
一
九
九
一
)
　
檀
弓
考
(
「
古
代
文
化
」
四
四
1
五
、
一

九
九
二
)
　
春
秋
晋
覇
考
(
「
史
林
」
七
六
-
三
、
一
九
九
三
)

野
間
　
文
史
　
①
中
國
古
代
中
世
思
想
史
　
②
廣
島
大
學
文
學
部
・

助
教
授
　
③
『
周
踵
索
引
』
(
中
国
書
店
、
一
九
八
九
)
　
春
秋
経
文
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